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論文内容要旨
 翌abriciu8嚢(以下F藤と略記する)は鳥類に拾いて,,矧尿リンパ球とは,異陰る系利のリン
 パ球の末梢リンパ組織への供給源であるとされ,胸腺とF透に依存性のリンパ性細胞は湘省リンパ
 組織にかいて互に異なった分布をとり,,特に二次小節のリンパ球と形質細胞と倣F・滋依存性である
 と考えられている(Gooperら1965,elaw60nら1967,Pierreら1966)。
 一方,リンパ組織には一般の特性として,特定の刺激がF嚢のリンパ組織にも障害的に作用する
 ことが知られている。これに関しては,JOlly'(1915)のX線照射,Seエye(1,945)の数種
 類のS七eroid投与の報告があるが,最近,Ooopθrら(1967)は,X線と19-nor七θsto-
 sterOneの併用が,雛にF嚢リンパ組織の完全な退縮を起し得ることを見た。
 この研究はリンパ球破裏作用が強力であるとされるHydrOcorもi80ne(以下HGと略記す
 る),を1実用し,F葵リンパ組織の破壊と修復の過'陽を明らかにすることを目的としたほカ㍉その経
 過と,胸腺冷よびそrの他のリンパ組織の同様な猛過との相互関係がリンパ球の起源πついても何ら
 かの示唆を一与えるという期待のもとに行なわれた。
実験方法
 白色レグホン雄の畦日令雛(孵化日の翌日)に10肛9,9週金鶏に60珊9のHCを1回筋肉内て
 注射し,経時釣にF鎚,胸線溶よび膵のリンパ組歓を観察した。
結果
 1日令雛F嚢のリンパ小節では,HG投与後,急速なリンパ球の減量と消火がみられるが,これ・
 は皮質にやや早くあらわれ,髄質ではややおくれる傾向がある。次いで髄質の基本構造をなす上皮
 性細胞の崩壊が起こり,(崩壊甥,注射後5日迄),やがて崩壊した髄質の内部にPAS陽性の均
 質無機造な内容を入れる空洞が出来る。空洞は次第に拡大し薄い上皮壁をもつ嚢胞状となり,嚢胞
 の先端はepihelialじUf七の直下に達して,そrの部でFi嚢腔に開く。一.且F髄腔と通ずると,
 空洞内面はすべてF嚢粘膜上皮冗つづき,それと全く同じ形態の円柱多列上皮で被われ,深い陰鴛
 の形をとる。この時にはepi七heユialtuf七は消失している。(陰欝男,注射後5日から%
 日迄)。20日以降にはリンパ球の再現とリンパ組絵の再生をみるが(回復期),それは常に'
 epi七helialt1ユf七の醇生と,その下層の上皮の疎化による髄質の上皮1生細網の再構成を示
 す。この再生の初期にllンバ芽球,リンパ球やリンパ球様細胞等が上皮細胞層に混入していること
 もあるが,そrれが確認される場合にt多くない。いずれにせよ,再生髄質とそ・れ'を包む情合織レすな
 わち皮質には,やがて大小のリンパ球が出現するが,髄質または皮質の一方流1わみリンパ球を含む
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 もの・または,その両者に含むものがあって一産しない。従って,この局所の上皮内でのリンパ球
 形成,'または,上皮1生髄質原基外からのリンパ球の進入という,互π背反する可能性の一方のみを
 支持する証拠は得られなかった。しかし,この時期の初期に粘膜下層の細静脈周に密なリンパ球の
 浸潤を伴うことが多いことは上皮内リンパ球形成では説明しにくい。
 1日令雛の胸腺はHO注射直後より,特に皮質リンパ球破壊を主徴とする急性退縮像を示す。再
 生は注射後49日頃から,すなわち,F嚢でのリンパ小節の回復開始に厳ぼ一致して,強塩基好性,
 大型のリンパ芽球が,かつての皮質π当る部の胸腺被膜側から退局性の集団としてあらわれてくる。
 脾のリンパ球は無処置の雛では,1日令においては,血管周のリンパ組織鞘(白鯉髄)に少量出現
 しているπすぎず,爽周縁のリノパ球は5-4日令から,二次小節はて5日～て6日令に認められ
 始める。一方,注射雛ではリンパ球の発現は遅延し,19日頃より血管周に始ま参,・25日頃から
 爽周縁,二次小節1ぱ約5週」燐て認められる。
 9週金鶏のF震の変化は1日令雛と同様な5期を経るが,1日令雛と異なり,むしろ髄
 質の破壊が先行し皮質のリンパ球破壊に1日金離にみられない大量の大食細胞がある。
 リンパ絹織の回復は27日頃に一過程にみられるにすぎない。この.と・毒,epi七helial
 槻f七の再現,髄質の再生もあるが,再生リンパ小節はいずれも小型であり,数も甚だ小
 たい。再生髄質の一部はリンパ球を含むものもある。しかしE嚢結膜は結合織の肥厚と
 膠原線維の増生が着しく,再生リンパ小節は消失し,F裏腔も次第に圧縮ざれ,最終的にはすべて
 結合i、環で置蓉換えられる。かつてリンパ小節があったと思われるところには大食細胞が大鷺な群を
 つくっている。胸腺は1日令雛にみられたと全く同様な急性退縮と再生の過程を示す。脾に沿いて
 は,、彙初に崩壊が起ころのは二次小節,匿いで血管周リンパ組織の崩壊が起こり,組織の崩壊は注
 !!寸後10日頃に暴馬とな71,。リンパ球を殆んど失った脾では,動脈周参よぴ一部の静脈周リンパ組
 織すなわち,いわゆる白守,]aにあたる所を中心として大食細胞が充満し,阜田胞間質もともに均質化し
 た斑点状の淡染部をつくる。リンパ球のi目復は16日頃から血管周囲のリンパ組織の再生として開
 始される。薬局リンパ組織の回復は1司19日より開始されろ。二次小節の回復は27日頃より回復
 する。
 以上の結果はF嚢と胸腺のリンパ活職のi明夜1佃をぼ時期を同じくすろこと,1日令雛脾リンパ組
 織の回復は胸腺むよびF襲リンパ組織の回復に同,1面することρ、9週令鶏輝のそ'れけそのような依存
 性が認め難いことを示す。すなわち,1日余雛ては,中枢性リンパ器官からのリンパ球の,いわゆ
 る,IPeripheriza.七iOn;がなお・微弱であろこ,と,9週令鶏では中枢リンパ器官の優i立1生がす
 でに失われ,刺浴リンパ組識力鞭虫立1生を獲得したことが示唆される。
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 審査結果の要旨
 この研究は,ニワトリの擁準イヒ子棄4日と9三世の1謡艦救〔hy“r」COrti=30且e乱ceもatGをブく
 さ詮投与し.,た陳び)FabriciUS震りンパ著i疑綿之の¥…炎↓爽と{修復の」愚程を,月勾曝薯計よび月皐のリンノミ組織
 の変化と対比しつ＼観察したものてあム。
 禰雛では璽bエ・i砥USl聖運のリンパ融r,髭の完全婿醸(ヒ,や)部が嚢腔に陶一歳した陰窩をつ
 ぐる湯上皮様化生を起したが,実験2朕il以後1てはリンパ観静華.、}再生があった。しかし,それに
 先立って,小静脈周¥〔リンパ球様細胞¢)浸潤があること,再生リンパ小節の1相当数は一上皮性細網
 のみで,リンパ球系細胞を含またいこと,などから,現在多くσ)人が支持に傾いているF乳Or二卜
 ciu.8嚢局所に‡ナけるま皮起原のリンパ球形成に疑問の余地があることを指摘し'ている。一.方,
 Fabric土u8嚢リンパ組織の鍍銀は胸腺。イ)一.i過性急、性退線と¥貸すること,弾クリンパ絹織形
 成が正常σ)雛より著しく遅れることが蕪1め旺)れジこ。
 9週令個体でも,Fabricj.u8嚢,胸腺,陣のリンパ組織の急速,かつ高度の破壊と,その
 回復がみられた。しかし,幼誰と異り,Fabriciu8嚢ljンパ組織の拘・生は,実f演27日頃に
 甚だ不完全,かつ一過性にみらオしえのみで,そlrしらば再び消醸した。一方,胸腺とll早は,後者の
 FabriciUs嚢依存性とさ才しるリンノく紅1織をも含めて,完1全な再生力;みらオτ沈。
 この研究は,いわゆる中枢性リンパ器官の優位性と個体の発育度の関係についての現今の考え
 を裏付けるものであるが,'一方,Fabriciu8嚢におけるリンパ球形成については,根本的な
 検討が更に必要であることを示してむり,今後ご)リンパ球形成論の発櫨の上に重要な資料となる
 ものと考える。よって本論寒は学位授与に価するものと認める。
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